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二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日

の
東
日
本
大
震
災
か
ら
ま

も
な
く
十
二
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
午
後
二

時
四
十
六
分
に
発
生
し
た

地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

九・
〇
、
日
立
市
の
震
度
は

六
強
を
記
録
し
、
津
波
の
ほ
か
道
路

や
鉄
道
、
家
屋
、
公
共
施
設
な
ど
が

被
害
を
受
け
ま
し
た
●
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
な
ど
の
供
給
が
停
止
、
常
磐
線
、

路
線
バ
ス
、
高
速
バ
ス
な
ど
交
通
網

も
運
行
が
停
止
さ
れ
日
常
で
あ
っ
た

市
民
生
活
ほ
と
ん
ど
が
機
能
停
止
と

な
り
ま
し
た
●
支
所
な
ど
市
内
六
か

所
の
給
水
拠
点
に
は
長
蛇
の
列
が
で

き
八
時
間
以
上
も
並
ん
だ
市
民
が
お

り
、
ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
に
も
長
蛇
の

車
列
が
道
路
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
三

時
間
以
上
か
か
る
ス
タ
ン
ド
も
あ
り
、

学
校
も
一
時
休
校
で
通
常
給
食
は
五

月
九
日
か
ら
で
全
調
理
場
稼
働
は
七

月
十
一
日
に
ず
れ
込
む
な
ど
、
日
常
生

活
が
大
き
く
混
乱
し
ま
し
た
●
十
二

年
が
経
過
し
大
震
災
の
教
訓
が
風
化

し
つ
つ
あ
る
中
で
、
災
害
へ
の
備
え
と

災
害
が
発
生
し
た
時
の
対
応
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
、
家
庭
に
お
け
る
飲

料
水
や
食
料
、
薬
な
ど
を
三
日
か
ら

七
日
分
備
蓄
す
る
こ
と
や
家
具
の
転

倒
防
止
、
避
難
時
の
避
難
先
や
外
出

時
の
対
応
に
つ
い
て
も
家
族
で
話
し

合
う
な
ど
、
ま
ず
「
自
助
」
を
確
立

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
●
次
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
近
隣
社
会
に
お
け

る
声
掛
け
、
安
否
確
認
を
は
じ
め
避

難
所
運
営
な
ど
住
民
と
市
役
所
を
繋

ぎ
相
互
支
援
す
る
「
共
助
」
と
市
役

所
な
ど
が
公
的
に
対
応
す
る
「
公
助
」

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
確
立
も
重
要
で

す
。
こ
の
自
助
、
共
助
、
公
助
三
つ
の

助
け
合
い
が
一
体
的
に
機
能
す
る
よ

う
相
互
理
解
の
基
に
日
頃
か
ら
の
訓

練
や
情
報
を
共
有
し
、
い
ざ
と
い
う

時
に
役
に
立
つ
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
災
害
は
忘
れ
た
頃

に
や
っ
て
く
る
を
肝
に
銘
じ
て
。

　
　
　
　
（
副
会
長　

伊
藤
智
毅
）

東
日
本
大
震
災
で
は
、
日
立
市
は
震
度
六
強
の
地
震
で
津
波
、
浸
水
、
建
物
や
家
具
類
の
倒
壊
な
ど
が
発
生
、
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
不
便
で
時
期
的
に
寒
い
厳
し
い
毎
日
を
送
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
教
訓
を
生
か
し
て
日
頃
か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！
」
で
す
。

　
　

●
　　

水
道
の
水
は
震
災
初
日
か
ら
断
水

し
、
十
一
日
目
の
三
月
二
十
一
日
に

や
っ
と
出
ま
し
た
。
三
日
以
上
七
日
間

く
ら
い
の
飲
料
水
の
備
蓄
や
生
活
用

水
の
確
保
が
必
要
で
す
。

●
　　

電
気
は
初
日
か
ら
停
電
、
五
日
目

の
三
月
十
五
日
の
夜
に
や
っ
と
解
消
。

懐
中
電
灯
を
は
じ
め
電
気
の
い
ら
な

い
照
明
器
具
や
暖
房
器
具
、
携
帯
用

の
充
電
器
の
用
意
が
必
要
で
す
。

●
　　

大
地
震
の
脅
威
に
ど
う
備
え
れ
ば

よ
い
か
。
と
っ
さ
の
時
に
命
を
守
る
行

動
、
避
難
時
の
対
応
、
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
な
ど
の
復
旧
、
長
引
く
在
宅
避

難
生
活
で
の
備
え
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
家

族
み
ん
な
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
　　

一
週
間
は
自
力
で
生
活
で
き
る
備

蓄
品
を
日
頃
か
ら
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品
は
各
人
が
と
っ

さ
の
時
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
リ
ュ
ッ
ク

な
ど
に
収
納
し
て
お
く
と
有
効
で
す
。

【
水
、
非
常
食
（
高
カ
ロ
リ
ー
）、

携
帯
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
、
身
分
証

明
書
、
現
金
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、
モ

バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
防
寒
シ
ー
ト
、

感
染
防
止
用
品
な
ど
】

●・備
蓄
品
（
在
宅
避
難
一
週
間
分
）

家
族
が
備
蓄
し
て
お
く
べ
き
水
・

食
料
は
一
週
間
分
。
主
食
に
加
え
て

野
菜
や
フ
ル
ー
ツ
（
缶
詰
・
ジ
ュ
ー
ス
）

を
忘
れ
ず
に
。
期
限
が
早
い
も
の
か

ら
食
べ
て
す
ぐ
に
買
い
足
す
「
使
い
な

が
ら
備
蓄
」
が
お
勧
め
で
す
。
卓
上

コ
ン
ロ
、
懐
中
電
灯
は
必
須
ア
イ
テ
ム

で
す
。

●
一
人
当
た
り
一
日
五
回
×
七
日
＝

三
十
五
個
。
浴
槽
に
水
を
た
め
て
お

く
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
震
で
排
水
管
が
破
損
し
た
時
は
ト

イ
レ
の
水
が
あ
ふ
れ
ま
す
。
凝
固
タ

イ
プ
や
吸
収
シ
ー
ト
タ
イ
プ
の
携
帯

ト
イ
レ
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

住民の方がいつも携帯している防災グッズを紹介

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
使
え
ま
し
た
が
、

都
市
ガ
ス
は
七
日
目
に
や
っ
と
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
煮
炊
き
で

き
る
卓
上
コ
ン
ロ
（
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
備

蓄
）
が
必
要
で
す
。

●
　　

給
油
を
す
る
車
列
が
長
蛇
の
列
と

な
り
大
渋
滞
。
日
頃
か
ら
半
分
以
上

の
ガ
ソ
リ
ン
を
キ
ー
プ
し
ま
し
ょ
う
。

●
　　

災
害
時
、
避
難
ま
で
の
時
間
を
短

縮
す
る
た
め
持
出
袋
は
常
時
点
検
し

身
近
な
場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

●
　　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
災
害
時
に
ど
こ
に
避
難
す

る
か
を
あ
ら
か
じ
め
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
　　

塙
山
学
区
の
避
難
場
所
は
塙
山
小

学
校
（
体
育
館
）
で
す
。

自
宅
で
の
在
宅
避
難
が
で
き
な
い

場
合
は
、
塙
山
小
学
校
（
体
育
館
）

に
避
難
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

こ
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
対
策

（
マ
ス
ク
等
）
や
寒
さ
対
策
（
防
寒
着
、

毛
布
等
）
が
必
要
で
す
。
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さ
ん
さ
ん
基
金

現
在
高　
　

二
、〇
一
九
、六
五
〇
円

スイスイ滑れるようになりました

鬼さんバイバイ

美味しい料理に舌鼓

作品の前で記念撮影

子
ど
も
た
ち
の
作
品
発
表
の
場

の
創
出
と
作
品
づ
く
り
へ
の
意
欲
の

向
上
、
表
現
力
と
豊
か
な
心
の
育
成

を
地
域
で
応
援
し
よ
う
と
当
会
が
主

催
し
、
塙
山
小
の
協
力
で
二
月
四
日

（
土
）、
塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

を
会
場
に
令
和
四
年
度
塙
山
学
区
子

ど
も
書
き
初
め
展
（
第
三
回
）
が
開

催
さ
れ
、
入
賞
者
を
は
じ
め
そ
の
ご

家
族
、
祖
父
母
、
地
域
の
方
々
な
ど

百
三
十
五
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
の
入
賞
作
品
五
十
三
点
を
展
示
、

元
気
で
の
び
の
び
と
し
た
力
作
ぞ
ろ

三
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
、
地
域
の
偉
人｢

照
山
修
理｣

の

お
話
会
が
一
月
三
十
一
日
（
火
）、
塙

山
小
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
月
二
十
四
日
（
火
）、
子
育
て
マ

マ
楽
集
会
で
は
、「
鬼
の
お
面
作
り
と

豆
ま
き
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
は

ク
レ
ヨ
ン
で
鬼
の
お
面
に
親
子
で
色

を
塗
っ
て
、
お
面
を
作
成
。
中
に
は

一
月
二
十
六
日
（
木
）
の
木
曜
サ

ロ
ン
で
は
、「
鵜
来
来
の
湯
で
新
年
会
」

な
魚
介
類
を
使
っ
た
料
理
を
味
わ
い

ま
し
た
。
帰
り
は
Ｊ
Ａ
直
売
所
の
物

産
セ
ン
タ
ー
鵜
来
鵜
来
で
、
野
菜
や
総

菜
な
ど
の
買
い
物
を
し
ま
し
た
。

前
日
の
雪
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て

晴
天
に
恵
ま
れ
、
久
し
ぶ
り
の
外
出

を
楽
し
む
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
で
は
二

月
四
日
（
土
）
か
ら
五
日
（
日
）
一
泊

二
日
で
福
島
県
猪
苗
代
「
リ
ス
テ
ル
ス

キ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
で
ス
キ
ー
教
室

を
開
催
、
は
な
や
ま
エ
コ
・
ま
ち
体
験

隊
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
六
年
生
を

含
む
子
ど
も
二
十
三
名
と
大
人
十
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

早
朝
六
時
過
ぎ
に
交
流
セ
ン
タ
ー

イ
ス
で
徐
々
に
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
グ
ル
ー
プ
で
活
動
開
始
、

前
日
よ
り
数
段
上
手
に
な
り
、
全
員

が
リ
フ
ト
に
も
乗
れ
、
滑
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
「
帰
り
た
く
な
い
。
も
っ
と
滑

り
た
い
」
と
話
し
て
お
り
、
成
果
あ
り

の
ス
キ
ー
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
豪
快
な
鬼
の
お
面
を

作
っ
た
子
も
い
ま
し
た
。
お
面
を
付
け

て
記
念
撮
影
。
全
然
怖
く
あ
り
ま
せ

ん
。
か
わ
い
い
鬼
た
ち
の
誕
生
で
す
。

新
聞
を
ち
ぎ
っ
て
遊
ん
だ
後
に
、

ビ
ニ
ー
ル
に
集
め
、
ボ
ー
ル
の
よ
う
な

豆
を
作
成
、
カ
ゴ
に
向
か
っ
て
「
鬼
は

外
福
は
内
！
」
豆
ま
き
な
の
か
、
玉

入
れ
な
の
か
、
本
人
た
ち
は
分
か
っ
て

い
な
い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
も
楽
し
い

遊
び
、
エ
ン
ド
レ
ス
で
大
き
な
豆
を
片

付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

世
界
で
一
番
か
わ
い
ら
し
い
鬼
た

ち
に
囲
ま
れ
、
笑
い
声
が
絶
え
な
い
節

分
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

話
し
手
は
当
会
の
伊
藤
智
毅
副
会

長
。
今
か
ら
三
百
八
十
三
年
前
に
村

人
の
た
め
に
自
分
の
命
を
な
げ
う
っ

て
行
動
し
た
照
山
修
理
の
生
涯
や
功

績
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。
興
味
を

持
っ
て
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
児
童
の
姿

が
見
ら
れ
、
お
話
後
に
は
、
修
理
の
子

孫
は
い
る
の
か
、
ど
ん
な
処
刑
を
さ
れ

た
の
か
な
ど
、
い
く
つ
も
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

学
習
の
終
わ
り
に
は
、
児
童
代
表

の
瀧
口
玖
音
さ
ん
、
平
山
巧
翔
さ
ん

か
ら
、「
照
山
修
理
は
塙
山
の
ヒ
ー
ロ
ー

で
あ
り
、
塙
山
の
歴
史
が
よ
く
わ
か
っ

た
。こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」

と
感
想
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

い
に
、
来
場
者
か
ら
は
作
品
を
褒
め
た

た
え
る
多
く
の
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し

た
。訪

れ
た
入
賞
者
の
中
に
は
早
く
も

来
年
度
の
作
品
作
り
に
意
欲
を
み
せ

る
児
童
も
い
た
り
、
作
品
を
バ
ッ
ク
に

記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
と
微
笑
ま
し

い
様
子
も
見
ら
れ
、
良
い
思
い
出
づ
く

り
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。
来
年
の
書

き
初
め
展
も
楽
し
み
で
す
。

子
ど
も
書
き
初
め
展
と
同
日
の
二

月
四
日
（
土
）、
昨
年
に
引
き
続
き
、

小
ホ
ー
ル
で
は
当
会
が
実
施
し
て
い

る
生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

書
道
、
ク
ラ
ブ
（
野
外
活
動
・
手
芸
・

絵
手
紙
）、
本
の
読
み
聞
か
せ
、
防
災

教
室
、
下
校
時
の
青
パ
ト
活
動
等
の

学
校
支
援
事
業
を
写
真
で
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
、
普
段
見
ら
れ
な
い

学
校
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
知

る
こ
と
が
で
き
好
評
で
し
た
。

を
開
催
、
リ
ス
タ
ー
ト
は
な
や
ま
十

名
、
木
曜
サ
ロ
ン
八
名
、
福
祉
担
当

者
他
四
名
の
総
勢
二
十
二
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

施
設
に
到
着
後
、
入
浴
や
買
い
物

な
ど
、
各
々
の
時
間
を
過
ご
し
、
昼
食

は
、
海
の
見
え
る
食
事
処
で
、
新
鮮

を
出
発
、
猪
苗
代
に
入
る
と
雪
景
色

の
中
に
見
え
る
ス
キ
ー
場
を
み
て
嬉

し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
ス
キ
ー
の
指
導
者
に
は
御

園
秀
喜
さ
ん
（
塙
山
町
）、
内
田
隆
さ

ん
（
塙
山
町
）、
赤
津
正
彦
さ
ん
（
千

石
町
）、
伊
藤
綾
さ
ん
（
イ
ナ
ダ
ス
タ

ヂ
オ
）、
永
井
正
人
さ
ん
（
水
木
町
）、

小
野
俊
郎
さ
ん
（
日
高
町
）
に
依
頼

し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
は
初
め
て
の
子
ど
も
が
多

く
、
ブ
ー
ツ
や
板
の
装
着
に
、
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
の
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
後

の
自
由
時
間
に
も
指
導
者
の
ア
ド
バ


